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1. 2026年6月期第3四半期の連結業績（2025年7月1日～2026年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年6月期第3四半期 3,960 4.8 308 257.5 317 216.0 319 ―

2025年6月期第3四半期 3,779 2.4 86 ― 100 ― 20 △90.8

（注）包括利益 2026年6月期第3四半期　　397百万円 （―％） 2025年6月期第3四半期　　14百万円 （△94.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年6月期第3四半期 192.81 ―

2025年6月期第3四半期 12.57 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年6月期第3四半期 8,256 5,616 68.0

2025年6月期 8,676 5,252 60.5

（参考）自己資本 2026年6月期第3四半期 5,616百万円 2025年6月期 5,252百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年6月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2026年6月期 ― 0.00 ―

2026年6月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 6月期の連結業績予想（2025年 7月 1日～2026年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,138 1.7 107 ― 97 ― 65 ― 39.83

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年6月期3Q 1,660,000 株 2025年6月期 1,660,000 株

② 期末自己株式数 2026年6月期3Q 4,407 株 2025年6月期 4,352 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年6月期3Q 1,655,629 株 2025年6月期3Q 1,655,727 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境が改善していく中で、個人消費の持ち直しな

どにより緩やかな回復基調にありました。一方で、長期化するウクライナ情勢に加え2026年２月に生起したイスラ

エルとアメリカによるイランに対する攻撃によりイランのホルムズ海峡封鎖は、原材料費の高騰と原材料そのもの

の入手が困難となっており、世界経済の下振れリスクも高く、国内経済の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

このような経済状況の下で当社グループは、各工場はコスト削減に努め、更に加工種ごとの収益性を具体的かつ

細部まで掘り下げた分析を継続し、収益管理を推進して生産性の向上等に努めました。また、子会社のオーネック

ステックセンターは営業基盤を拡大し新規受注に努めました。

こうした事業活動の結果、主力取引業界のうち自動車部品関連は減少したものの、産業工作機械関連等の受注が

増加したため、売上高は前年同四半期連結累計期間と比較して増収となりました。また利益面では、原材料費の減

少により、営業利益、経常利益は前年同四半期と比べ増益となりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は3,960百万円(前年同四半期比4.8％増)、営業利益は308百万円(前年同四半

期比257.5％増)、経常利益は317百万円(前年同四半期比216.0％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は319百

万円(前年同四半期比298百万円増)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 金属熱処理加工事業

金属熱処理業界につきましては、主力取引業界のうち自動車部品関連は減少したものの、産業工作機械関連等の

受注が増加したため、売上高は前年同四半期連結累計期間と比較して増収となりました。また、株式会社オーネッ

クステックセンターの売上高は、前年同四半期連結累計期間と比較して増収となり、営業利益、経常利益ともに増

益となりました。

これらの結果、売上高は3,513百万円(前年同四半期比6.0％増)、セグメント利益は264百万円(前年同四半期比

596.3％増)となりました。

② 運送事業

運送事業につきましては、エコドライブによる燃費の削減、配車の効率化等に努めたものの、燃料費等の高騰及

び受注が伸びず、売上高は減収となり、セグメント利益も減益となりました。

これらの結果、売上高は446百万円(前年同四半期比4.1％減)、セグメント利益は28百万円(前年同四半期比13.8

％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産合計は、前連結会計年度末と比較して420百万円減少し、8,256百万円となりました。

これは主に建物及び構築物が124百万円、投資有価証券が113百万円、リース資産が45百万円増加したものの、現金

及び預金が331百万円、受取手形及び売掛金が153百万円、機械装置及び運搬具が105百万円減少したことなどによる

ものです。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末と比較して784百万円減少し、2,640百万円となりました。これは主に固定負債の

その他が70百万円、賞与引当金が46百万円増加したものの、長期借入金が413百万円、電子記録債務が156百万円、

未払金が147百万円、退職給付に係る負債が108百万円減少したことなどによるものです。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して364百万円増加し、5,616百万円となりました。これは利益剰余金が

286百万円、その他有価証券評価差額金が78百万円増加したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年６月期の通期の連結業績予想につきましては、2025年８月13日に公表いたしました業績

予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,938,701 2,606,897

受取手形及び売掛金 772,390 618,783

電子記録債権 608,085 548,787

製品 23,433 19,160

仕掛品 55,574 31,437

原材料及び貯蔵品 106,572 109,496

その他 90,322 73,227

流動資産合計 4,595,081 4,007,791

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 916,387 1,040,932

機械装置及び運搬具（純額） 545,933 440,522

土地 1,984,833 1,984,833

リース資産（純額） 79,207 124,537

建設仮勘定 23,400 22,349

その他（純額） 151,419 126,436

有形固定資産合計 3,701,181 3,739,612

無形固定資産 46,728 38,688

投資その他の資産

投資有価証券 288,660 402,295

繰延税金資産 12,868 27,452

その他 32,516 40,867

貸倒引当金 △55 △55

投資その他の資産合計 333,990 470,560

固定資産合計 4,081,901 4,248,860

資産合計 8,676,982 8,256,651
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 104,988 110,531

電子記録債務 191,719 35,088

短期借入金 715,420 638,183

未払金 340,917 193,680

未払費用 193,135 217,206

未払法人税等 30,102 38,495

賞与引当金 13,350 60,090

その他 188,598 151,459

流動負債合計 1,778,234 1,444,735

固定負債

長期借入金 1,085,303 672,201

退職給付に係る負債 488,517 380,123

その他 72,722 143,361

固定負債合計 1,646,543 1,195,686

負債合計 3,424,778 2,640,421

純資産の部

株主資本

資本金 878,363 878,363

資本剰余金 713,431 713,431

利益剰余金 3,578,896 3,865,005

自己株式 △6,611 △6,706

株主資本合計 5,164,079 5,450,093

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 88,125 166,136

その他の包括利益累計額合計 88,125 166,136

純資産合計 5,252,204 5,616,230

負債純資産合計 8,676,982 8,256,651
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年７月１日
至 2026年３月31日)

売上高 3,779,927 3,960,064

売上原価 2,978,760 2,869,109

売上総利益 801,167 1,090,954

販売費及び一般管理費 714,855 782,425

営業利益 86,311 308,529

営業外収益

受取利息 672 2,328

受取配当金 4,919 5,754

受取賃貸料 11,793 10,923

スクラップ収入 7,650 3,269

その他 11,630 8,484

営業外収益合計 36,667 30,759

営業外費用

支払利息 13,502 10,065

支払手数料 4,054 4,809

その他 4,970 6,988

営業外費用合計 22,526 21,863

経常利益 100,452 317,425

特別利益

固定資産売却益 4,045 1,700

特別利益合計 4,045 1,700

特別損失

固定資産売却損 35,312 -

固定資産除却損 38,251 3,858

特別損失合計 73,564 3,858

税金等調整前四半期純利益 30,933 315,267

法人税、住民税及び事業税 26,364 43,529

法人税等調整額 △16,238 △47,484

法人税等合計 10,126 △3,955

四半期純利益 20,807 319,222

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,807 319,222
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年７月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 20,807 319,222

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,249 78,010

その他の包括利益合計 △6,249 78,010

四半期包括利益 14,557 397,233

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,557 397,233

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2024年７月１日 至2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２金属熱処理
加工事業

運送事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,314,550 465,377 3,779,927 3,779,927

その他の収益 - - - - -

外部顧客への売上高 3,314,550 465,377 3,779,927 - 3,779,927

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- 199,421 199,421 △199,421 -

計 3,314,550 664,798 3,979,349 △199,421 3,779,927

セグメント利益 38,017 32,499 70,516 15,795 86,311

(注) １．セグメント利益の調整額15,795千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年７月１日 至 2026年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２金属熱処理
加工事業

運送事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,513,989 446,075 3,960,064 3,960,064

その他の収益 - - - - -

外部顧客への売上高 3,513,989 446,075 3,960,064 - 3,960,064

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- 201,128 201,128 △201,128 -

計 3,513,989 647,204 4,161,193 △201,128 3,960,064

セグメント利益 264,723 28,011 292,734 15,795 308,529

(注) １．セグメント利益の調整額15,795千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2024年７月１日
至 2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2025年７月１日
至 2026年３月31日）

減価償却費 314,170 千円 303,436 千円


